
平
成
二
十
年
一
月
八
日
提
出

質
問
第
三
八
五
号

赤
福
餅
及
び
御
福
餅
の
偽
装
表
示
問
題
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

河

村

た

か

し
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赤
福
餅
及
び
御
福
餅
の
偽
装
表
示
問
題
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

前
回
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
三
九
号
）
（
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
一
に
つ
い
て
（
消
費
期
限
の
設
定
方
法
の
確
認
に
つ
い
て
）

答
弁
書
一
に
お
い
て
「
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
二
十
八
条
に
基
づ
く
臨
検
検
査
（
以

下
「
臨
検
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
・
・
・
食
品
衛
生
法
違
反
に
該
当
す
る
事
実
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
あ
る

が
、
伊
勢
保
健
所
及
び
三
重
県
健
康
福
祉
部
は
、
平
成
十
九
年
十
月
十
八
日
よ
り
前
に
、
臨
検
検
査
の
際
に
赤
福
の
消
費
期

限
の
設
定
方
法
や
実
際
の
表
示
に
つ
い
て
の
確
認
は
し
た
の
か
。
確
認
し
て
い
た
と
し
た
ら
そ
の
内
容
を
、
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
た
ら
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
一
般
に
、
保
健
所
は
、
食
品
製
造
業
者
及
び
販
売
業
者
の
消
費
期
限
及
び
賞
味
期
限
の
設
定
方
法
や
実
際
の
表
示

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

答
弁
書
二
、
六
、
九
に
つ
い
て
（
名
古
屋
市
中
川
保
健
所
等
の
対
応
に
つ
い
て
）

答
弁
書
九
に
よ
れ
ば
、
農
林
水
産
省
は
平
成
十
九
年
八
月
十
五
日
に
匿
名
の
情
報
提
供
を
受
け
、
同
月
十
六
日
及
び
十
七

日
に
三
重
県
、
名
古
屋
市
及
び
大
阪
市
の
食
品
衛
生
法
担
当
部
局
に
当
該
情
報
を
提
供
し
、
九
月
十
九
日
に
赤
福
へ
の
調
査

一



を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
答
弁
書
六
に
よ
れ
ば
、
同
日
大
阪
市
保
健
所
は
臨
検
検
査
を
行
い
、
新
聞
報
道
（
中
日
新
聞
（
平

成
十
九
年
十
月
十
三
日
付
朝
刊
）
等
）
に
よ
れ
ば
三
重
県
伊
勢
保
健
所
も
同
日
調
査
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
名

古
屋
市
中
川
保
健
所
は
、
答
弁
書
二
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日
に
臨
検
検
査
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
い

て
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

三
重
県
伊
勢
保
健
所
及
び
大
阪
市
保
健
所
が
九
月
十
九
日
に
臨
検
検
査
を
行
っ
た
理
由
。

�

名
古
屋
市
中
川
保
健
所
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
た
八
月
十
六
日
又
は
十
七
日
以
降
十
月
十
九
日
よ
り

前
に
、
赤
福
に
臨
検
検
査
を
行
っ
た
の
か
。
行
っ
て
い
た
と
し
た
ら
そ
の
時
期
、
臨
検
検
査
の
内
容
、
結
果
。
ま
た
、
農

林
水
産
省
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
た
八
月
十
六
日
又
は
十
七
日
以
降
、
赤
福
に
対
す
る
最
初
の
臨
検
検
査
が
十
月
十
九
日

で
あ
っ
た
の
な
ら
、
十
月
十
九
日
ま
で
臨
検
検
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
。

三

答
弁
書
四
に
つ
い
て

赤
福
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
違
反
に
当
た
る
「
ま
き
直
し
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
早
く
か
ら
認
識
し
て
い
た
伊
勢
保
健
所
が
、
農

林
水
産
省
又
は
三
重
県
の
関
係
部
局
に
連
絡
・
相
談
し
、
又
は
「
ま
き
直
し
」
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
違
反
に
当
た
る
可
能
性
に
つ
い

て
赤
福
に
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
赤
福
の
法
律
違
反
の
行
為
を
長
引
か
せ
た
一
因
と
言
え
る
。 二



そ
も
そ
も
食
品
製
造
業
者
及
び
販
売
業
者
と
接
す
る
機
会
の
多
い
保
健
所
等
の
行
政
機
関
は
、
所
管
以
外
の
法
令
に
つ
い

て
も
十
分
な
知
識
を
持
ち
、
ま
た
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
食

品
衛
生
や
食
品
表
示
等
を
所
管
す
る
各
行
政
機
関
や
行
政
機
関
内
の
担
当
部
局
の
連
携
、
食
品
衛
生
や
食
品
表
示
等
を
所
管

す
る
行
政
機
関
の
職
員
に
対
す
る
研
修
な
ど
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
の
本
質
は
食
品
安
全
に
関
す

る
リ
ス
ク
管
理
が
、
農
林
水
産
省
及
び
厚
生
労
働
省
の
二
省
の
所
管
に
か
か
る
複
数
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
関
係
行
政
機
関
の
一
元
化
を
検
討

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

答
弁
書
五
に
つ
い
て

答
弁
書
五
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
一
月
に
伊
勢
保
健
所
が
行
っ
た
臨
検
検
査
の
際
、
赤
福
は
、
「
回
収
し
た
赤
福
餅
は

回
収
・
廃
棄
手
順
に
従
い
焼
却
廃
棄
し
て
い
る
と
説
明
」
し
、
ま
た
、
「
赤
福
の
工
場
長
も
通
報
内
容
を
明
確
に
否
定
し

た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
食
品
衛
生
法
第
七
十
五
条
に
抵
触
、
例
え
ば
同
条
二
号
に
規
定
す
る
虚
偽
の
報
告
な
ど
に

該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
同
法
に
基
づ
い
て
、
赤
福
又
は
当
該
工
場
長
に
対
す
る
処
罰
を
行
っ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


